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(57)【要約】
【課題】安価な設備コストで、複数の搬送レーンで搬送
される植物から害虫を取り除くことが可能な栽培装置を
提供する。
【解決手段】栽培装置１は、植物Ｐの保持部材Ｊを搬送
する搬送レーンｈ１～ｈ４と、液体を貯留する貯留槽ｔ
１～ｔ４と、各搬送レーンｈ１～ｈ４と貯留槽ｔ１～ｔ
４との間で保持部材Ｊを移動させて、保持部材Ｊに保持
された植物Ｐを液体に浸漬させる移動装置２とを備える
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物の保持部材を搬送する複数の搬送レーンと、
　液体を貯留する貯留槽と、
　各前記搬送レーンと前記貯留槽との間で前記保持部材を移動させて、該保持部材に保持
された植物を前記液体に浸漬させる移動手段とを備える、栽培装置。
【請求項２】
　前記移動手段は、
　前記保持部材を支持する支持台と、
　前記支持台を各前記搬送レーンと相対する位置に移動させる支持台移動機構と、
　前記支持台を昇降させる昇降機構とを備え、
　前記支持台が各前記搬送レーンと相対する状態では、前記支持台の下方に前記貯留槽が
位置し、
　前記昇降機構は、前記相対する搬送レーンから前記支持台に前記保持部材が移動した状
態で、前記支持台を降下させることで、前記保持部材に保持された植物を前記液体に浸漬
させる請求項１に記載の栽培装置。
【請求項３】
　前記移動手段は、前記相対する搬送レーンから前記支持台に前記保持部材が移動した状
態で、前記支持台を回転させる回転機構をさらに備え、
　前記昇降機構は、前記支持台が回転された状態で前記支持台を降下させることで、前記
保持部材に保持された植物を前記液体に浸漬させる請求項２に記載の栽培装置。
【請求項４】
　前記支持台移動機構は、
　各前記搬送レーンと相対する位置を通過するように延びるレールと、
　前記レール上に設けられ、該レールに沿って延びるピニオンと、
　前記支持台と一体に設けられ、前記ピニオンと噛み合う歯車と、
　前記支持台と一体に設けられ、前記歯車を回転させるモータと、
　前記支持台が各前記搬送レーンと相対する位置に到達した際に、前記モータの作動を停
止させる信号を出力するセンサとを備える請求項２又は３に記載の栽培装置。
【請求項５】
　前記支持台移動機構は、
　前記レール上に設けられ、該レールに沿って延びるガイド部材と、
　前記支持台と一体に設けられ、前記支持台の移動に伴い、前記ガイド部材上を回転する
車輪とをさらに備え、
　前記ガイド部材と前記車輪とのうち、一方には溝が形成され、他方には、前記溝に係合
する係合部が形成される請求項４に記載の栽培装置。
【請求項６】
　植物の保持部材を搬送する複数の搬送レーンと、
　液体を噴射する噴射機と、
　各前記搬送レーンと前記噴射機との間で前記保持部材を移動させて、該保持部材に保持
された植物を前記液体の噴射位置に配置する移動手段とを備える、栽培装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物を搬送する搬送レーンを備える栽培装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　植物を栽培するための栽培装置が種々提案されている。例えば特許文献１に開示される
栽培装置は、植物を保持する保持部材を搬送する搬送レーンを備える。搬送レーンは、保
持部材に連結されるワイヤロープと、ワイヤロープを移動させる駆動プーリー及び従動プ
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ーリーとを備える。特許文献１の栽培装置では、駆動プーリー及び従動プーリーの回転に
より、ワイヤロープを移動させると、保持部材がワイヤロープとともに移動して収納室に
搬入される。そして、この収納室を暗室にしたり、収納室内に低温風を送ることで、植物
に対する日照時間や温度の調整が行われる。また、特許文献２には、植物に付着した害虫
を取り除くために、植物を液体に浸漬させる栽培装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－８１９０４号公報
【特許文献２】特開２００９－１４２１８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１のように、植物を搬送する搬送レーンを備える栽培装置で、植物
から害虫を取り除くために、搬送レーンの各々に対して、植物を液体に浸漬させる手段を
設けた場合、高い設備コストを要する。
【０００５】
　本発明は、上記事項に鑑みてなされたものであって、その目的は、安価な設備コストで
、複数の搬送レーンで搬送される植物から害虫を取り除くことが可能な栽培装置を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る栽培装置は、植物の保持部材を搬
送する複数の搬送レーンと、液体を貯留する貯留槽と、各前記搬送レーンと前記貯留槽と
の間で前記保持部材を移動させて、該保持部材に保持された植物を前記液体に浸漬させる
移動手段とを備える。
【０００７】
　好ましくは、前記移動手段は、前記保持部材を支持する支持台と、前記支持台を各前記
搬送レーンと相対する位置に移動させる支持台移動機構と、前記支持台を昇降させる昇降
機構とを備え、前記支持台が各前記搬送レーンと相対する状態では、前記支持台の下方に
前記貯留槽が位置し、前記昇降機構は、前記相対する搬送レーンから前記支持台に前記保
持部材が移動した状態で、前記支持台を降下させることで、前記保持部材に保持された植
物を前記液体に浸漬させる。
【０００８】
　好ましくは、前記移動手段は、前記相対する搬送レーンから前記支持台に前記保持部材
が移動した状態で、前記支持台を回転させる回転機構をさらに備え、前記昇降機構は、前
記支持台が回転された状態で前記支持台を降下させることで、前記保持部材に保持された
植物を前記液体に浸漬させる。
【０００９】
　好ましくは、前記支持台移動機構は、各前記搬送レーンと相対する位置を通過するよう
に延びるレールと、前記レール上に設けられ、該レールに沿って延びるピニオンと、前記
支持台と一体に設けられ、前記ピニオンと噛み合う歯車と、前記支持台と一体に設けられ
、前記歯車を回転させるモータと、前記支持台が各前記搬送レーンと相対する位置に到達
した際に、前記モータの作動を停止させる信号を出力するセンサとを備える。
【００１０】
　好ましくは、前記支持台移動機構は、前記レール上に設けられ、該レールに沿って延び
るガイド部材と、前記支持台と一体に設けられ、前記支持台の移動に伴い、前記ガイド部
材上を回転する車輪とをさらに備え、前記ガイド部材と前記車輪とのうち、一方には溝が
形成され、他方には、前記溝に係合する係合部が形成される。
【００１１】



(4) JP 2013-255459 A 2013.12.26

10

20

30

40

50

　本発明の第２の観点に係る栽培装置は、植物の保持部材を搬送する複数の搬送レーンと
、液体を噴射する噴射機と、各前記搬送レーンと前記噴射機との間で前記保持部材を移動
させて、該保持部材に保持された植物を前記液体の噴射位置に配置する移動手段とを備え
る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、浸漬手段が、各搬送レーンと貯留槽との間で保持部材を移動させて、
保持部材に保持された植物を貯留槽内の液体に浸漬させる。これにより、搬送レーン毎に
、植物に液体に浸漬する手段を設ける必要がない。よって、安価な設備コストで、植物に
付いた虫等を除去することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る栽培装置を示す概略平面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る栽培装置を示す側面図である。
【図３】図２のＡ―Ａ断面図である。
【図４】図３の部分拡大図である。
【図５】本発明の実施形態に係る昇降装置を示す側面図である。
【図６】本発明の実施形態に係る移動装置を示す側面図である。
【図７】移動装置を示す平面図である。
【図８】移動装置を示す正面図である。
【図９】図６の部分拡大図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る保持部材の正面断面図である。
【図１１】栽培装置の使用方法を説明するための側面図である。
【図１２】栽培装置の使用方法を説明するための側面図である。
【図１３】栽培装置の使用方法を説明するための側面図である。
【図１４】栽培装置の使用方法を説明するための側面図である。
【図１５】栽培装置の使用方法を説明するための側面図である。
【図１６】栽培装置の使用方法を説明するための側面図である。
【図１７】上記実施形態の変形例に係る第２の収納室を示す側面部分断面図である。
【図１８】上記実施形態の変形例に係る保持部材の正面断面図である。
【図１９】上記実施形態の変形例に係る保持部材の正面断面図である。
【図２０】本発明の変形例に係る栽培装置を示す概略平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ説明する。なお、本発明における「
普通栽培」とは、自然又は自然に近い気象条件で栽培することをいい、「栽培環境」とは
、例えば、日照時間や、温度、湿度、培養液の組成及び濃度、又は植物に付着する害虫等
、植物の生長に影響を与える種々の環境のことをいう。
【００１５】
　本実施形態に係る栽培装置１は、保持部材Ｊに保持される植物Ｐを栽培するための装置
である。図１に示すように、栽培装置１は、保持部材Ｊを搬送する４つの搬送レーンｈ１
，ｈ２，ｈ３，ｈ４と、搬送レーンｈ１，ｈ２，ｈ３，ｈ４の各々に対して設けられる４
つの貯留槽ｔ１，ｔ２，ｔ３，ｔ４と、移動装置２とを備える。搬送レーンｈ１～ｈ４は
、保持部材Jを前後方向に搬送する。貯留槽ｔ１～ｔ４は、保持部材Ｊに保持された植物
Ｐを浸漬するための液体を貯留する。移動装置２は、各搬送レーンｈ１～ｈ４と貯留槽ｔ
１～ｔ４との間で保持部材Ｊを移動させて、保持部材Ｊに保持された植物Ｐを貯留槽ｔ１
～ｔ４内の液体に浸漬させる。
【００１６】
　図２に示すように、各搬送レーンｈ１～ｈ４は、保持部材Ｊに保持された植物Ｐの普通
栽培を行うための普通栽培部３と、植物Ｐの栽培環境の調整を行うための第１及び第２の
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環境調整部４、５と、普通栽培部３と第１、第２の環境調整部４、５との間で、保持部材
Ｊを移動させる昇降装置６とを備える。
【００１７】
　普通栽培部３は、第１の枠体７の上部に設置されており、複数の保持部材Ｊを載置した
状態で搬送するための第１の搬送路８を備える。図３及び図４に示すように、第１の搬送
路８は、複数の第１の円筒コロ９と、第１の円筒コロ９を回転可能に支持する一対の支持
部材１０とを有する。第１の円筒コロ９の両端部には、第１のスプロケット１１及び第２
のスプロケット１２が取り付けられる。第１のスプロケット１１には第１の無端チェーン
１３が掛け回され、第２のスプロケット１２には第２の無端チェーン１４が掛け回される
。前端の第１の円筒コロ９における第１のスプロケット１１には前方（矢印Ｙ１）回転及
び後方（矢印Ｙ２）回転が可能な第１のモータ（駆動源）１５の出力軸が取り付けられる
。このように構成された第１の搬送路８において、第１のモータ１５をＹ１方向に回転さ
せると、第１及び第２のスプロケット１１、１２、並びに第１の円筒コロ９がＹ１方向に
回転し、第１の円筒コロ９上に載置された保持部材Ｊが前方に移動する。一方、第１のモ
ータ１５をＹ２方向に回転させると、第１及び第２のスプロケット１１、１２、並びに第
１の円筒コロ９がＹ２方向に回転し、第１の円筒コロ９上に載置された保持部材Ｊが後方
に移動する。なお、第２のスプロケット１２及び第２の無端チェーン１４は省略すること
もできる。
【００１８】
　図２に示すように、第１の環境調整部４は、第１の枠体７内における普通栽培部３の下
方に設けられる。第１の環境調整部４は、第１の収納室１７と、第１の収納室１７内に設
置された第２の搬送路１８とを備える。第１の収納室１７は、普通栽培部３の第１の搬送
路８と略同一の長さに形成されており、前面及び後面には第１のシャッター巻き取り機１
９により開閉可能な第１のシャッター２０が設置される。また、第１の収納室１７は、前
面及び後面以外の外側面が断熱材で覆われ、外側上面にはヒートポンプ型冷暖房機２１が
取り付けられており、このヒートポンプ型冷暖房機２１から第１の収納室１７内に冷風又
は温風が送られることで、第１の収納室１７内の温度が調整される。第２の搬送路１８は
、保持部材Ｊを載置して搬送するためのものであり、図２に示すように、回転可能に支持
された複数の第２の円筒コロ２２によって構成される。第２の搬送路１８の構成について
は、上述した第１の搬送路８の構成と同様であるので詳細な説明を省略する。
【００１９】
　図２に示すように、第２の環境調整部５は、第１の枠体７内における第１の環境調整部
４の下方に設けられる。第２の環境調整部５は、第２の収納室２３と、第２の収納室２３
内に設置された第３の搬送路２４とを備える。第２の収納室２３は、第１の環境調整部４
の第１の収納室１７と略同一の長さに形成され、天井面には保持部材Ｊ上の植物Ｐに液体
を供給するための液体供給管２５が設けられる。なお、液体供給管２５から供給される液
体としては、後述の貯留槽ｔ１～ｔ４に貯留される液体と同じのものを用いることができ
る。また、第２の収納室２３は、前面及び後面以外の外側面が遮光材で覆われており、前
面及び後面には第２のシャッター巻き取り機２６により開閉可能な遮光性の第２のシャッ
ター２７が設けられる。第３の搬送路２４は、保持部材Ｊを載置して搬送するためのもの
であり、図２に示すように、回転可能に支持された複数の第３の円筒コロ２８により構成
される。第３の搬送路２４の構成についても、上述した第１の搬送路８の構成と同様であ
るので詳細な説明を省略する。
【００２０】
　昇降装置６は、第１の枠体７の前方及び後方に設けられる。各昇降装置６は、保持部材
Ｊが載置される昇降台３０を、普通栽培部３と第１及び第２の環境調整部４、５との間で
昇降させる。また、前方の昇降装置６は、普通栽培部３と第１及び第２の環境調整部４、
５と移動装置２との間で、保持部材Ｊを移動するために使用される。
【００２１】
　各昇降装置６は、図５に示すように、上記の昇降台３０に加えて、第２の枠体３１と、
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第２のモータ３２と、駆動軸３３と、従動軸３４と、ワイヤロープ５０と、重り５１とを
備える。
【００２２】
　第２のモータ３２、駆動軸３３、及び従動軸３４は、第２の枠体３１の上端に設置され
る。第２のモータ３２は、駆動軸３３を回転させる。ワイヤロープ５０は、駆動軸３３及
び従動軸３４に掛け回される。重り５１は、ワイヤロープ５０の一端に取り付けられる。
昇降台３０は、ワイヤロープ５０の他端に取り付けられる。
【００２３】
　このような構成により、第２のモータ３２が駆動軸３３を前方（Ｙ３方向）に回転させ
ると、これに伴うワイヤロープ５０の移動により、重り５１が上昇し、昇降台３０が下降
する。また、第２のモータ３２が駆動軸３３を後方（Ｙ４方向）に回転させると、これに
伴うワイヤロープ５０の移動により、重り５１が下降し、昇降台３０が上昇する。従動軸
３４は、ワイヤロープ５０に引き回されることで、駆動軸３３と同方向に回転する。
【００２４】
　昇降台３０には、保持部材Ｊを搬送するための第４の搬送路３５が設けられる。第４の
搬送路３５は、第３のモータ３６と、駆動歯車３７と、従動歯車３８，３９と、無端チェ
ーン４０とを備える。第３のモータ３６及び駆動歯車３７は、昇降台３０の中央に設置さ
れる。第３のモータ３６は、駆動歯車３７を回転させる。従動歯車３８，３９は、昇降台
３０の前端及び後端に配置される。無端チェーン４０は、駆動歯車３７及び従動歯車３８
，３９に掛け回される。無端チェーン４０には、保持部材Ｊを支持する突起４１が設けら
れる。
【００２５】
　このように構成された第４の搬送路３５において、第３のモータ３６が駆動歯車３７を
前方（Ｙ５方向）に回転させると、これに伴う無端チェーン４０の回転により、突起４１
に支持された保持部材Ｊが前方に移動する。
【００２６】
　一方、第３のモータ３６が駆動歯車３７を後方（Ｙ６方向）に回転させると、これに伴
う無端チェーン４０の回転により、突起４１に支持された保持部材Ｊが後方に移動する。
【００２７】
　また、昇降台３０には、保持部材Ｊの移動を円滑にするために、複数の円形コロ４２が
無端チェーン４０の近傍に設置される。円形コロ４２は、突起４１とともに、保持部材Ｊ
を支持する。この円形コロ４２は、保持部材Ｊが移動することに伴い回転する。
【００２８】
　図６に示すように、移動装置２は、第３の枠体４３と、保持部材Ｊを支持する支持台４
４と、支持台移動機構４５と、回転機構４６と、図示しない昇降機構とを備える。
【００２９】
　図１に示すように、第３の枠体４３は、搬送レーンｈ１～ｈ４の前方に配置される。第
３の枠体４３は、右端の搬送レーンｈ１の前方位置から、左端の搬送レーンｈ４の前方位
置にかけて延びる。
【００３０】
　支持台移動機構４５（図６）は、第３の枠体４３に支持台４４を吊下するとともに、支
持台４４を各搬送レーンｈ１～ｈ４と相対する位置に移動させる。
【００３１】
　詳細には、支持台移動機構４５は、一対のレールＲ１，Ｒ２と、ガイド部材６０と、車
輪６１と、回転軸６２と、連結部材６３と、支持台支持部材６５と、ピニオン６６と、第
４のモータ６７と、駆動歯車６８と、センサＳ１～Ｓ４（図７）とを備える。車輪６１、
回転軸６２、連結部材６３、支持台支持部材６５、第４のモータ６７、及び駆動歯車６８
は、支持台４４と一体に設けられる。
【００３２】
　図６に示すように、レールＲ１，Ｒ２は、第３の枠体４３の上端における前後両側に設
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置される。
【００３３】
　図７及び図８に示すように、レールＲ１，Ｒ２は、各搬送レーンｈ１～ｈ４と相対する
位置を通過するように左右方向に延びる。
【００３４】
　ガイド部材６０は、レールＲ１，Ｒ２の上に設けられる。各ガイド部材６０は、それぞ
れレールＲ１，Ｒ２に沿って左右方向に延びる。
【００３５】
　図７に示すように、車輪６１は、前後に相対する一対の組が、左右方向に間隔をあけて
２組設けられる。各組の車輪６１は、それぞれガイド部材６０の上に設置される。図６及
び図９に示すように、ガイド部材６０は、Ｌ字状のアングル部材であり、角部が車輪６１
に向けてられている。車輪６１には、ガイド部材６０の角部に係合する溝６１ａが形成さ
れる。
【００３６】
　車輪６１の各組は、それぞれ回転軸６２により連結される。連結部材６３は、第３の枠
体４３に移動自在に支持される。連結部材６３は、一対のレールＲ１，Ｒ２の間に配置さ
れる水平部６３ａと、水平部６３ａの後端から下方に延びる垂直部６３ｂとを備える。各
回転軸６２は、水平部６３ａに回転自在に支持される。
【００３７】
　支持台支持部材６５は、上下に移動可能に垂直部６３ｂに連結されて、支持台４４を支
持する。
【００３８】
　図６及び図７に示すように、ピニオン６６は、後方のレールＲ２の上に設けられる。図
７に示すように、ピニオン６６は、レールＲ２に沿って左右方向に延びる。
【００３９】
　図６及び図９に示すように、第４のモータ６７及び駆動歯車６８は、水平部６３ａの後
端に設けられる。駆動歯車６８は、ピニオン６６と噛み合う。第４のモータ６７は、駆動
歯車６８を回転させる。
【００４０】
　図７に示すように、センサＳ１～Ｓ４は、例えばレールＲ１上における各搬送レーンｈ
１～ｈ４と相対する位置に設けられる。各センサＳ１～Ｓ４は、搬送レーンｈ１～ｈ４と
相対する位置に支持台４４が到達した際に、第４のモータ６７を停止させる信号を出力す
る。この信号が出力されることで、第４のモータ６７が停止し、駆動歯車６８の回転が止
まる。
【００４１】
　以上のように構成された支持台移動機構４５は、第４のモータ６７が駆動歯車６８を回
転させ、該回転する駆動歯車６８がピニオン６６と噛み合うことで、連結部材６３、支持
台支持部材６５、及び支持台４４（以下、支持台４４等）が、レールＲ１，Ｒ２の延伸方
向（左右方向）に移動する。
【００４２】
　第４のモータ６７が駆動歯車６８を右方（Ｙ７方向）に回転させる場合には、支持台４
４等は、右方向に移動する。第４のモータ６７が駆動歯車６８を左方（Ｙ８方向）に回転
させる場合には、支持台４４等は、左方向に移動する。
【００４３】
　そして、支持台４４等が、ユーザにより選択された搬送レーンｈと相対する位置に到達
した際には、該相対する位置に設置されたセンサＳが信号を出力することで、第４のモー
タ６７が停止し、駆動歯車６８の回転が止まる。これにより、支持台４４等は、搬送レー
ンｈと相対する位置に停止する。
【００４４】
　また、支持台４４等が移動することに伴い、車輪６１はガイド部材６０の上を回転する
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。この間、ガイド部材６０の角部と車輪６１の溝６１ａとが係合することで、支持台４４
等の移動がガイドされる。
【００４５】
　また、支持台４４が各搬送レーンｈ１～ｈ４と相対する状態では、支持台４４の下方に
貯留槽ｔ１～ｔ４が位置する。図８は、支持台４４等が搬送レーンｈ１と相対する状態を
示す。この状態では、支持台４４の下方に貯留槽ｔ１が位置する。
【００４６】
　次に、回転機構４６（図６）について説明する。回転機構４６は、保持部材Ｊが支持台
４４に支持された状態で、支持台４４を回転させるものである。図６に示すように、回転
機構４６は、第５のモータ７０と、駆動歯車７１と、従動歯車７２と、無端チェーン７３
とを備える。
【００４７】
　第５のモータ７０及び駆動歯車７１は、支持台支持部材６５に設置される。第５のモー
タ７０は、駆動歯車７１を回転させる。従動歯車７２は、支持台４４に設置される。無端
チェーン７３は、駆動歯車７１と従動歯車７２とに掛け回される。
【００４８】
　このように構成された回転機構４６において、第５のモータ７０が駆動歯車７１を前方
（Ｙ９方向）に回転させると、これに伴う無端チェーン７３の回転により、従動歯車７２
も前方（Ｙ９方向）に回転し、この回転に伴い、支持台４４が前方（Ｙ９方向）に回転す
る。
【００４９】
　一方、第５のモータ７０が、駆動歯車を後方（Ｙ１０方向）に回転させると、これに伴
う無端チェーン７３の回転により、従動歯車７２も後方（Ｙ１０方向）に回転し、この回
転に伴い、支持台４４が後方（Ｙ１０方向）に回転する。
【００５０】
　また、回転機構４６では、支持台４４上の保持部材Ｊを移動させるために、第５のモー
タ７０が微小時間作動することで、支持台４４を前低後高あるいは前高後低に傾けること
が可能である。
【００５１】
　支持台４４が前低後高に傾けられた場合には、支持台４４上の保持部材Ｊは、重力によ
り前方（搬送レーンｈ１～ｈ４の反対側）に移動する。支持台４４が前高後低に傾けられ
た場合には、支持台４４上の保持部材Ｊは、重力により、後方（搬送レーンｈ１～ｈ４側
）に移動する。
【００５２】
　また、上記の保持部材Ｊの移動を円滑にするために、支持台４４には、複数の第２の円
筒コロ７４が回転自在に設置される。円筒コロ７４は、保持部材Ｊを支持するものであり
、保持部材Ｊが前方に移動する際には、前方（Ｙ９方向）に回転する。また、保持部材Ｊ
が後方に移動する際には、円筒コロ２２は、後方（Ｙ１０方向）に回転する。
【００５３】
　昇降機構（図示せず）は、支持台４４が回転された状態で、支持台支持部材６５を上下
に移動させることで、支持台４４を昇降させる。本実施の形態では、昇降機構は、支持台
支持部材６５を上下に移動させる第６のモータ（図示せず）を備える。第６のモータは、
例えば支持台支持部材６５に設置される。
【００５４】
　貯留槽ｔ１～ｔ４の内部に貯留される液体としては、水の他、例えば、窒素、リン酸、
又はカリ等の化学肥料や、堆肥抽出液又は動植物Ｐの発酵液等の有機肥料を適当な溶媒に
溶解させた培養液を使用することができ、天然の植物生長促進剤又は天然の害虫忌避剤を
添加することもできる。また、貯留槽ｔ１～ｔ４内の液体は、例えばオゾン水等、植物Ｐ
の殺菌が可能な液体であってもよい。
【００５５】
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　保持部材Ｊは、図１０に示すように、中空の直方体状であり、上下に分割されている。
保持部材Ｊの上面には複数の貫通孔８１が設けられており、この貫通孔８１によって、葉
茎部が保持部材Ｊの上面に露出するとともに根部が保持部材Ｊの内部に収納されるよう植
物Ｐが保持される。保持部材Ｊは、内部に培養液を注入するための注入管８２、及び内部
から培養液を排出するための排出管８３を有しており、この注入管８２を介して培養液タ
ンク（図示省略）から内部に培養液が注入され、排出管８３を介して内部から排出された
培養液が排出樋（図示省略）を経て培養液タンク（図示省略）に戻されるよう構成される
。保持部材Ｊ内に注入される培養液としては、上述した貯留槽ｔ１～ｔ４に貯留される培
養液と同じものを用いることができる。なお、保持部材Ｊの内部には必要に応じてシート
状の保水材（図示省略）を収納しておくことができ、この保水材としては、特に限定され
るものではないが、例えば、発泡スチロールチップや、発砲ポリウレタンチップ、スポン
ジチップ、糸玉、紙片、又は繊維マット等が挙げられる。
【００５６】
　保持部材Ｊの形状は、特に限定されるものではないが、例えば、縦３００～５０００ｍ
ｍ×横１００～１０００ｍｍ×高さ１０～１００ｍｍの直方体状とすることができ、側壁
の厚さを１０～１５０ｍｍとすることができる。また、貫通孔８１の大きさとしては、例
えば、直径１０～２００ｍｍとすることができ、各貫通孔８１間の間隔は、例えば、５０
～６００ｍｍとすることができる。保持部材Ｊの材質としては、断熱性を有するものが好
ましいが特に限定されるものではなく、例えば、ポリスチレン樹脂、ポリウレタン樹脂、
又はポリエチレン樹脂等の合成樹脂発泡体や、合成樹脂発泡体と、合成樹脂板、木板、又
はステンレス等の金属板との複合材等を用いることができ、合成樹脂発泡体で保持部材Ｊ
を形成した場合は、保持部材Ｊの表面にポリウレタン樹脂塗料（登録商標リボールマイテ
ィ）等の防水塗料を塗布することが好ましい。
【００５７】
　次に、上述したように構成された栽培装置１の使用方法について説明する。
【００５８】
　図２に示すように、植物Ｐを保持した複数の保持部材Ｊを普通栽培部３の第１の搬送路
８上に載置し、太陽光の下で普通栽培を行う。ユーザは、例えば、普通栽培を行っている
植物Ｐから虫等を除去することが必要になった場合に、植物Ｐを搬送する搬送レーンｈを
選択する入力操作を行う。この操作に応じて、各搬送レーンｈと貯留槽ｔとの間で保持部
材Ｊが移動されて、保持部材Ｊに保持された植物Ｐが貯留槽ｔ内の液体に浸漬される。
【００５９】
　以下、ユーザが右端の搬送レーンｈ１（図１）を選択した場合を例に説明する。なお以
下の説明では、上記の入力操作時に、昇降台３０や支持台４４が、普通栽培部３と同じ高
さに位置するものとする。また、上記の入力操作時における支持台４４等の位置は、搬送
レーンｈ３と相対する位置（図７及び図８の破線位置）であるものとする。
【００６０】
　ユーザの入力操作が行われることに応じて、搬送レーンｈ１の第１のモータ１５（図３
及び図４）は、図１１（ａ）に示すように、第１の円筒コロ９をＹ１方向に回転させて、
第１の搬送路８上の各保持部材Ｊを前方へと移動させる。また、前方の昇降装置６の第３
のモータ３６は、駆動歯車３７をＹ５方向に回転させる。この結果、第１の搬送路８上の
先頭の保持部材Ｊが、昇降装置６の昇降台３０に搬送される。そして、図１１（ｂ）に示
すように、保持部材Ｊが昇降台３０の所定位置に到達した時点で、第１のモータ１５（図
３及び図４）や第３のモータ３６が停止することで、昇降台３０が停まる。この結果、保
持部材Ｊが上記昇降台３０の所定位置に停止する。
【００６１】
　ついで、移動装置２の第４のモータ６７（図６～図９）は、駆動歯車６８を右方（Ｙ７
方向）に回転させる。これにより、移動装置２の支持台４４等が右側に移動する。
【００６２】
　そして、図７及び図８に示すように、支持台４４等が搬送レーンｈ１と相対する位置（
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図７及び図８の実線位置）に到達した時には、センサＳ１が信号を出力して、第４のモー
タ６７が停止する。これにより、駆動歯車６８の回転が停止して、支持台４４等が、搬送
レーンｈ１と相対する位置に停止する。この結果、保持部材Ｊが搬送された昇降台３０の
前方に支持台４４が位置し、また、図８に示すように、支持台４４の下方に貯留槽ｔ１が
位置するようになる。
【００６３】
　ついで、図１２（ａ）に示すように、移動装置２の第５のモータ７０が駆動歯車７１を
前方（Ｙ９方向）に微少時間回転させる。これにより、無端チェーン７３がＹ９方向に微
少角度回転して、支持台４４が前低後高に傾斜する。
【００６４】
　ついで、昇降装置６の第３のモータ３６が、駆動歯車３７を前方（Ｙ５方向）に回転さ
せる。これにより、無端チェーン４０がＹ５方向に回転して、保持部材Ｊが支持台４４に
向けて移動する。この際には、支持台４４が前低後高に傾斜することで、支持台４４に載
った保持部材Ｊは、支持台４４の奥（前側）へと移動する。
【００６５】
　そして、図１２（ｂ）に示すように、保持部材Ｊが支持台４４上の所定位置に到達した
際には、図示しない固定手段により、保持部材Ｊが支持台４４上に固定される。第３のモ
ータ３６が停止し、駆動歯車３７の回転が停まる。
【００６６】
　ついで、第５のモータ７０が駆動歯車７１を前方（Ｙ９方向）或いは後方（Ｙ１０方向
）に回転させる。この回転は、支持台４４が略１８０度反転するまで行われる。この結果
、図１３（ａ）に示すように、支持台４４及び支持台４４上の保持部材Ｊは上下が反転し
、保持部材Ｊに保持された植物Ｐは葉茎部が下を向いた逆姿勢となる。
【００６７】
　ついで、移動装置２の第６のモータ（図示せず）が作動することで、支持台支持部材６
５を降下させる。これにより、支持台４４が降下する。
【００６８】
　そして、図１３（ｂ）に示すように、植物Ｐの葉茎部が貯留槽ｔ１内の液体に浸漬され
た時点で、第６のモータの作動が停止し、支持台４４の降下が停止する。この結果、植物
Ｐの葉茎部に付着していたアブラムシ、アオムシ、ヨトウムシ、コナガムシ等の害虫が、
植物Ｐの葉茎部から離脱して貯留槽ｔ１内の液体に浮遊又は沈下する。支持台４４の停止
時間は、特に限定されるものではないが、通常１～１０分間、好ましくは２０～１２０分
間である。なお、植物Ｐを液体に浸漬することにより、例えば、放射性物質や、酸性雨に
含まれる硫黄酸化物といった有害物質が植物Ｐに付着している場合は、植物Ｐが洗浄され
て有害物質を除去することができ、液体が培養液である場合は葉面施肥も行うことができ
る。また、液体が、オゾン水等である場合は、植物Ｐの殺菌を行うことができ、植物Ｐに
付着したバクテリアやカビ等を除去することができる。
【００６９】
　ついで、図１４（ａ）に示すように、移動装置２の第６のモータが、支持台支持部材６
５を上昇させる。これにより、支持台４４が上昇する。そして、回転機構４６による回転
位置まで、支持台４４が上昇した時点で、第６のモータ（図示せず）の作動が停止し、支
持台４４の上昇が停止する。
【００７０】
　ついで、支持台４４が略１８０度反転するまで、第５のモータ７０が、駆動歯車７１を
、前方（Ｙ９方向）或いは後方（Ｙ１０方向）に回転させる。この結果、図１４（ｂ）に
示すように、支持台４４及び支持台４４上の保持部材Ｊは上下が反転し、保持部材Ｊに保
持された植物Ｐは葉茎部が上を向いた正姿勢となる。
【００７１】
　ついで、図１５（ａ）に示すように、第５のモータ７０が駆動歯車７１を後方（Ｙ１０
方向）に微少時間回転させる。この結果、支持台４４が前高後低に傾斜する。また、昇降
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装置６の第３のモータ３６が、駆動歯車３７を後方（Ｙ６方向）に回転させる。これによ
り、無端チェーン４０がＹ６方向に回転する。
【００７２】
　ついで、支持台４４の固定手段による保持部材Ｊの固定が解除される。これにより、図
１５（ａ）に示すように、支持台４４上の保持部材Ｊが昇降台３０に向けて移動する。さ
らに、無端チェーン４０がＹ６方向に回転することで、昇降台３０に載った保持部材Ｊは
、昇降台３０の奥（後側）へ移動する。
【００７３】
　そして、図１５（ｂ）に示すように、保持部材Ｊが昇降台３０の所定位置に到達した際
には、第３のモータ３６が停止する。この結果、無端チェーン４０の回転が停止し、保持
部材Ｊが停止する。
【００７４】
　ついで、図１６（ａ）に示すように、昇降装置６の第２のモータ３２が駆動歯車３３を
Ｙ３方向に回転させることで、ワイヤロープ５０を移動させ、第２の環境調整部５の第２
の収納室２３と同じ高さまで昇降台３０を下降させる。
【００７５】
　その後、図１６（ｂ）に示すように、第２のシャッター巻き取り機２６により第２のシ
ャッター２７を巻き取ることで、第２の収納室２３の前面を開放する。そして、第３のモ
ータ３６が駆動歯車３７をＹ６方向に回転させ、また、第４の円筒コロ７１１を同方向に
回転駆動させることで、昇降台３０上の保持部材Ｊを第２の収納室２３内に搬入する。第
２の収納室２３内に搬入された保持部材Ｊは、第３の搬送路２４によって第２の収納室２
３の後方へと搬送される。
【００７６】
　以上と同様に、搬送レーンｈ１の普通栽培部３に残されている他の保持部材Ｊについて
も、貯留槽ｔ１において植物Ｐの害虫駆除を行い、第２の収納室２３に搬入する。全ての
保持部材Ｊを第２の収納室２３に搬入したら、第２のシャッター巻き取り機２６により第
２のシャッター２７を送り出して第２の収納室２３の前面を封鎖し、通常１～２４時間、
好ましくは２～８時間、この状態を維持する。これにより、第２の収納室２３内の植物Ｐ
に対する日照時間が短縮され、この植物Ｐの生長が促進される。このとき、第２の収納室
２３内の植物Ｐには液体供給管２５より水又は培養液が散布又は供給される。その後、前
方或いは後方の第２のシャッター２７を開け、前方或いは後方の昇降装置６を用いて、第
２の収納室２３内の各保持部材Ｊを普通栽培部３の元の位置へと移動させる。
【００７７】
　なお、植物Ｐを貯留槽ｔ１～ｔ４内の液体に浸漬して害虫駆除を行った後、第２の収納
室２３ではなく、第１の環境調整部４における第１の収納室１７に各保持部材Ｊを搬入し
てもよい。この場合、ヒートポンプ型冷暖房機２１により第１の収納室１７内に温風又は
冷風を送ることで、第１の収納室１７内の温度を調整することが好ましい。また、移動装
置２を経由せず、普通栽培部３から直接第１又は第２の環境調整部４、５に保持部材Ｊを
移動させることもできる。
【００７８】
　以上のように、本実施形態に係る栽培装置１は、移動装置２が、各搬送レーンｈ１～ｈ
４と貯留槽ｔ１～ｔ４との間で保持部材Ｊを移動させて、保持部材Ｊに保持された植物Ｐ
を貯留槽ｔ１～ｔ４内の液体に浸漬させる。これにより、搬送レーンｈ１～ｈ４毎に、植
物Ｐに液体に浸漬する手段を設ける必要がない。よって、安価な設備コストで、植物Ｐに
付いた虫等を除去することができる。また、移動装置２が植物Ｐを液体に浸漬させる処理
を自動的に行うことで、植物Ｐに付いた害虫を容易に除去できる。
【００７９】
　また、支持台４４に保持部材が支持された状態で、支持台４４が回転される。これによ
り、保持部材Ｊは上下が反転し、保持部材Ｊに保持された植物Ｐは葉茎部が下を向いた状
態で、液体に浸漬される。このため、葉茎部を確実に液体に浸漬させることができる。よ
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って、葉茎部に付いた害虫を確実に除去できる。また、葉茎部のみを浸漬させることがで
きるので、保持部材Jの内部に貯留槽t内の液体が侵入することを防止できる。よって、例
えば保持部材J内の液体の温度管理を調整する上で有利になる。
【００８０】
　また、支持台４４が各搬送レーンｈ１～ｈ４と相対する位置に到達した際に、センサＳ
１～Ｓ４が、第４のモータ６７を停止させる信号を出力する。このため、支持台４４を各
搬送レーンｈ１～ｈ４と相対する位置に確実に停止させることができる。
【００８１】
　また、支持台４４等が移動する際には、ガイド部材６０と車輪６１の溝６１ａとが係合
することで、支持台４４等の移動がガイドされる。このため、支持台４４等の移動が円滑
に行われる。
【００８２】
　また、普通栽培部３において、保持部材Ｊを第１～第３の搬送路８、１８、２４に載置
した状態で搬送することができ、保持部材Ｊを第１～第３の搬送路８、１８、２４に固定
する必要がないため、保持部材Ｊの配置を容易に変更することができる。
【００８３】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこれらに限定されるものではな
く、本発明の趣旨を逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能である。
【００８４】
　例えば、第１～第３の搬送路８、１８、２４や昇降台３０や支持台４４の上に保持部材
Ｊを載置可能である限り、保持部材Ｊの寸法を自由に決定することができ、例えば、保持
部材Ｊの幅を第１～第３の搬送路８、１８、２４や昇降台３０や支持台４４の幅よりも小
さくすることができる。
【００８５】
　例えば、搬送レーンｈや貯留槽ｔの数は、上記実施の形態に示す４に限らず、任意に設
定できる。
【００８６】
　また、上記の実施形態では、搬送レーンｈ１～ｈ４の各々に対して、貯留槽ｔ１～ｔ４
が設けられていたが、貯留槽ｔ１～ｔ４の代わりに、１つの貯留槽ｔが設けられてもよい
。この場合、貯留槽ｔは、例えば、右端の搬送レーンｈ１の前方位置から左端の搬送レー
ンｈ４の前方位置にかけて延びるものが使用される。
【００８７】
　或いは、上記１つの貯留層ｔは、支持台４４等の移動経路下における所定箇所に配置さ
れる。この場合、搬送レーンｔから保持部材Ｊが支持台４４に搬送・支持された状態で、
支持台４４等が貯留層ｔの上方に移動され、支持台４４が降下される。これにより、植物
Pが貯留槽ｔ内の液体に浸漬される。その後、支持台４４が上昇されて、支持台４４等が
搬送レーンｈと相対する位置に移動されて、保持部材Ｊが搬送レーンｈに戻される。
【００８８】
　また、支持台４４は、地面上を移動することで、搬送レーンと相対する位置に到達する
ものであってもよい。この場合、例えば、貯留槽ｔ１～ｔ４は支持台４４の移動経路の近
傍に配置され、移動装置２には、支持台４４を地面まで降下させる機構や、支持台４４を
地面上で移動させる機構や、支持台４４に支持された植物Ｐを貯留槽ｔ１～ｔ４内の液体
に浸漬させる機構が設けられる。
【００８９】
　また、移動装置２には、昇降装置６との間で保持部材Ｊを移動させる機構が設けられて
もよい。該移動機構は、例えば、図５に示す第４の搬送路３５と同様の構成を有する。
【００９０】
　また、移動装置２により、保持部材Ｊが、普通栽培部３と第１及び第２の環境調整部４
、５との間で移動されてもよい。この場合、移動装置２では、植物Ｐが液体に浸漬された
後、第２のモータ３２が駆動歯車３３を回転させることで、昇降台３０が、普通栽培部３
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や第１及び第２の環境調整部４、５と同じ高さまで移動する。ついで、第３のモータ３６
が駆動歯車３７を回転させて、昇降台３０を前高後低に傾斜させることで、昇降台３０上
の保持部材Ｊが、普通栽培部３や第１及び第２の環境調整部４、５に搬送される。このよ
うにする場合、前方の昇降装置６を省略できるため、設備コストをより一層安価に抑える
ことができる。
【００９１】
　また、上記の実施の形態では、図９に示すように、ガイド部材６０の角部が、車輪６１
の溝６１ａに係合していたが、車輪６１に、ガイド部材６０に向けて突出する突起を形成
し、ガイド部材６０に、上記突起に係合する溝を形成するようにしてもよい。
【００９２】
　また、上記実施形態の栽培装置１では、第１及び第２の環境調整部４、５が設けられて
いたが、環境調整部を１つ、又は３つ以上設けることもできる。また、上記実施形態にお
いては、第１及び第２の環境調整部４、５は普通栽培部３の下方に設けられていたが、普
通栽培部３及び環境調整部４、５の配置については特に限定されず、例えば、環境調整部
４、５を普通栽培部３と同一平面上に並べることもできる。
【００９３】
　また、上記実施形態においては、第１の環境調整部４における第１の収納室１７は断熱
材で覆われており、第２の環境調整部５における第２の収納室２３は遮光材で覆われてい
たが、収納室は種々の構成をとることができ、例えば、植物Ｐを災害から確実に保護する
ために発泡スチロールや、断熱性コンクリートパネル等の強固な材質で収納室を形成した
り、植物Ｐを日射から保護するために網や寒冷紗等で収納室を覆ったりこともできる。ま
た、第１の収納室１７及び第２の収納室２３の少なくとも一方においてLED等の人工ラン
プをその内部に設置し、第１の収納室１７及び第２の収納室２３内でも植物Ｐを栽培する
ことができるよう構成されていてもよい。なお、第１及び第２の環境調整部４、５におい
ては、例えば、日照時間や、温度、湿度、培養液の組成及び濃度、又は植物Ｐに付着する
害虫等、植物Ｐの生長に影響を与える何らかの栽培環境を調整することができればよく、
第１又は第２の収納室１７、２３を省略することもできる。
【００９４】
　また、上記実施形態においては、保持部材Ｊは、第２の収納室２３に収納された際、上
下反転していなかったが、図１７に示すように、保持部材Ｊを反転させた状態で第２の収
納室２３に収納することによって保持部材Ｊにおける植物Ｐの転流を促すこともできる。
この場合、第２の搬送路４０１は、第２の収納室２３の左右側面に設けられた支持部材４
０１２、及び支持部材４０１２に回転可能に支持された複数の円盤コロ４０１１により構
成される。この円盤コロ４０１１及び支持部材４０１２上に反転させた保持部材Ｊの左右
端部を載置し、円盤コロ４０１１をモータ（図示省略）で回転させることにより、保持部
材Ｊが第２の収納室２３内において反転状態で搬送される。なお、第２の環境調整部５に
第２の収納室２３が設けられていない場合は、支持部材４０１２及び複数の円盤コロ４０
１１を第１の枠体７に直接取り付ければよい。
【００９５】
　また、上記実施形態においては、第１～第３の搬送路８、１８、２４は保持部材Ｊを幅
方向に亘って支持する円筒コロで構成されていたが、保持部材Ｊを載置した状態で搬送す
ることができればこれに限定されるものではなく、例えば、各搬送路を小さな円筒コロで
構成し、この小さな円筒コロが各保持部材Ｊの両側面及び下面に複数配置されるようにし
てもよい。さらに、各搬送路は円筒コロ以外で構成されていてもよい。例えば、各搬送路
は、チェーンの駆動により保持部材Ｊを搬送するものであったり、保持部材Ｊを搬送する
ベルトコンベヤ等であってもよい。また、各搬送路は、チェーンの駆動とコロの回転を併
用して、保持部材Ｊを搬送するものでもよい。
【００９６】
　また、上記実施形態においては、貯留槽ｔ１～ｔ４のうちいずれかには、例えばオゾン
水等、植物Ｐの殺菌のための液体を貯留し、他の貯留槽ｔ１～ｔ４には、害虫駆除、有害



(14) JP 2013-255459 A 2013.12.26

10

20

30

40

50

物質除去、又は葉面施肥のための適当な液体を貯留することができる。なお、複数の貯留
槽ｔ１～ｔ４のうち少なくとも１つを噴射機に変更してもよく、噴射機から噴射させる液
体も、上述した培養液やオゾン水等、必要に応じて変更することができる。この場合、移
動装置２は、各搬送レーンｈ１～ｈ４と噴射機との間で保持部材Ｊを移動させて、保持部
材Ｊに保持された植物Ｐを液体の噴射位置に配置する。
【００９７】
　また、上記実施形態においては、移動装置２の回転機構４６により保持部材Ｊを上下反
転させ、植物Ｐの葉茎部のみを貯留槽ｔ１～ｔ４内の液体に浸漬していたが、保持部材Ｊ
を反転させずに、支持台４４を貯留槽ｔ１～ｔ４内に降下させることで、植物Ｐを液体に
浸漬してもよい。この場合は回転機構４６を省略することができる。
【００９８】
　また、上記実施形態においては、直方体状の保持部材Ｊを使用していたが、例えば、図
１８に示すような板状の保持部材Ｋを使用することもできる。この保持部材Ｋは、複数の
貫通孔８０１が設けられており、この貫通孔８０１によって、葉茎部が上面側に突出する
とともに根部が下面側に突出するよう植物Ｐを保持する。なお、保持部材Ｋの下面には、
植物Ｐの根部を保護することができるよう、合成樹脂板、軽金属板等からなる多孔性の保
護カバー８０２が取り付けられることが好ましい。このような保持部材Ｋを使用する場合
、普通栽培部３においては、第１の搬送路を兼ねた栽培槽が設けられ、保持部材Ｋはこの
栽培槽内に貯留された培養液に浮かべられて搬送される。また、図１９に示すように、上
面に貫通孔８００１が形成され、内部に一般土壌、又は各種繊維や不織布マット等の人工
培土が充填された保持部材Ｌを使用することもできる。
【００９９】
　また、本発明の栽培装置は、図２０に示すように変更され得る。図２０に示す栽培装置
８０は、移動装置８１と、貯留槽ｔと、搬送レーンｈ１～ｈ８とを備える。移動装置８１
は、支持台８２と、支持台８２を回転及び移動させるためのモータ（図示せず）等とを備
える。貯留槽ｔは、支持台８２の下方に配置される。
【０１００】
　搬送レーンｈ１～ｈ８は、移動装置８１を中心として、放射状に配置される。搬送レー
ンｈ１～ｈ８には、移動装置８１側の端と、移動装置８１の反対側の端とに、昇降装置６
が設けられる。
【０１０１】
　移動装置８１は、搬送レーンｈ１～ｈ８と貯留槽ｔとの間で保持部材Ｊを移動させて、
保持部材Ｊに保持された植物を貯留槽ｔ内の液体に浸漬させる。支持台８２は、貯留槽ｔ
の上方において、鉛直軸回り（ａ方向）及び水平軸回り（ｂ方向）に回転可能であり、ま
た、上下方向（ｃ１，ｃ２方向）に移動可能である。さらに、支持台８２は、貯留槽ｔの
上方位置（初期位置）と、搬送レーンｈ１～ｈ８に相対する位置との間を、水平方向（ｄ
方向）に移動可能である。
【０１０２】
　以下、上記の栽培装置８０で、移動装置８１が、各搬送レーンｈ１～ｈ８の植物を、貯
留槽ｔ内の液体に浸漬させる処理について説明する。
【０１０３】
　まず、ユーザが、搬送レーンｈ１～ｈ８のうち、いずれかの搬送レーンｈを選択する入
力操作を行うことに応じて、支持台８２が、貯留槽ｔの上方において、鉛直軸回り（ａ方
向）に回転する。この回転動作は、支持台８５の向きが、搬送レーンｈの昇降装置６に突
き合わせ可能な向きになるまでに行われる。
【０１０４】
　ついで、支持台８２が上下方向（ｃ１，ｃ２方向）に移動する。この移動は、支持台８
２の高さが、搬送レーンｈの昇降装置６の昇降台と同じ高さになるまで行われる。なお、
この上下方向（ｃ１，ｃ２方向）の移動は、上記鉛直軸回り（ａ方向）の回転よりも、先
に行われてもよい。
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【０１０５】
　ついで、支持台８２が、搬送レーンｈと相対する位置に向けて、水平方向（ｄ方向）に
移動する。
【０１０６】
　ついで、搬送レーンｈにおける昇降装置６の昇降台から、支持台８２へ保持部材Ｊが移
動される。
【０１０７】
　　ついで、支持台８２が、貯留槽ｔの上方位置（初期位置）に向けて、水平方向（ｄ方
向）に移動する。
【０１０８】
　ついで、支持台８２が、水平軸回り（ｂ方向）に略１８０度回転する。これにより、支
持台８２上の保持部材Ｊは上下が反転し、保持部材Ｊに保持された植物は葉茎部が下を向
いた逆姿勢となる。
【０１０９】
　ついで、支持台８２が、鉛直下方（ｃ２方向）に移動する。この動作は、保持部材Ｊに
保持された植物が、貯留槽ｔ内の液体に浸漬するまで行われる。
【０１１０】
　ついで、支持台８２が、鉛直上方（ｃ１方向）に移動する。。この動作は、例えば、支
持台８２の高さが、搬送レーンｈの昇降台と同じ高さになるまで行われる。
【０１１１】
　ついで、支持台８２が、水平軸回り（ｂ方向）に略１８０度回転する。これにより、支
持台８２上の保持部材Ｊは上下が反転し、保持部材Ｊに保持された植物は葉茎部が上を向
いた正姿勢となる。
【０１１２】
　ついで、支持台８２が、搬送レーンｈと相対する位置に向けて、水平方向（ｄ方向）に
移動する。
【０１１３】
　ついで、支持台８２上の保持部材Ｊが、搬送レーンｈの昇降台に戻される。
【０１１４】
　以上の栽培装置８０によっても、搬送レーンｈ１～ｈ８毎に、植物Ｐに液体に浸漬する
手段を設ける必要がない。このため、安価な設備コストで、植物Ｐに付いた虫等を除去す
ることができる。
【０１１５】
　また、移動装置８１が、搬送レーンｈ１～ｈ８と貯留槽ｔとの間で保持部材Ｊを移動さ
せるので、貯留槽ｔを複数設ける必要がない。よって、貯留槽ｔ内の液体の管理が容易で
ある。
【０１１６】
　なお、栽培装置８０において、搬送レーンｈの数は、図２０に示す８に限らず、任意に
設定され得る。
【０１１７】
　また、貯留槽ｔを、搬送レーンｈ１～ｈ８の内側位置を、ドーナッツ状に延びるように
形成してもよい。この場合、移動装置８１は、貯留槽ｔの内側の空間に配置される。そし
て、支持台８２が、搬送レーンｈと相対して位置した状態では、支持台８２に保持部材Ｊ
が移動された後に、支持台８２は、水平軸回り（ｂ方向）に略１８０度回転し、鉛直下方
（ｃ２方向）に移動する。これにより、保持部材Ｊに保持された植物が、逆姿勢になって
、貯留槽ｔ内の液体に浸漬される。
【０１１８】
　ついで、支持台８２が鉛直上方（ｃ１方向）に移動して、支持台８２の高さが、搬送レ
ーンｈの昇降台と同じ高さになる。この後、支持台８２が、水平軸回り（ｂ方向）に略１
８０度回転することで、保持部材Ｊに保持された植物が正姿勢とされて、保持部材Ｊが搬
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【符号の説明】
【０１１９】
１，８０　栽培装置
２，８１　移動装置
３　普通栽培部
４　第１の環境調整部
５　第２の環境調整部
６　昇降装置
４４，８２　支持台
４５　支持台移動機構
４６　回転機構
６０　ガイド部材
６１　車輪
６１ａ　溝
６６　ピニオン
６７　モータ
６８　歯車
ｈ１，ｈ２，ｈ３，ｈ４，ｈ５，ｈ６，ｈ７，ｈ８　搬送レーン
Ｊ　保持部材
Ｐ　植物
Ｒ１，Ｒ２　レール
Ｓ１～Ｓ４　センサ
ｔ，ｔ１，ｔ２，ｔ３，ｔ４　貯留槽
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